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　直近の約20年間における国政選挙（衆議院議員総選挙、参議院議員通常選挙）の投票率の推移

を見てみましょう。

　平成21年（2009年）に行われた第45回衆議院議員総選挙の投票率は68.29%でしたが、その後の

投票率は低下傾向にありました。

　しかし、令和３年（2021年）の第49回衆議院議員総選挙（投票率：55.93%）以降、投票率は上昇傾

向になっており、政治への関心が少しずつ高まっていることが読み取れます。
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令和７年の参議院議員

通常選挙

40％となっており、5人に 3人程度は棄権していることになります。

（令和7年7月20日執行参議院議員通常選挙）

令和7年7月20日に行われた参議院議員通常選挙の投票率は（　　　）％である。



五令和７年の参議院議員

通常選挙

40％となっており、5人に 3人程度は棄権していることになります。

（令和7年7月20日執行参議院議員通常選挙）

令和7年7月20日に行われた参議院議員通常選挙の投票率は（　　　）％である。







　下の地図は、最近行われた国政選挙（衆議院議員総選挙）、
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衆議院議員総選挙投票率
（R8.2.8）

　国政選挙より地方選挙のほうが投票率が低い傾向があります。しかし、道路・学校・福祉など、日常生

活に直接影響するのは地域の政治です。身近であるほど関心が薄れがちですが、だからこそ一人ひとり

の一票が地域の未来を大きく左右するのです。
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（補欠選挙含む）

2009年
（平成21年）

2007年
（平成19年）

2008年
（平成20年）

● ★

●

2006年
（平成18年）

2010年
（平成22年）

2011年
（平成23年） ★

●

2013年
（平成25年） ●

2014年
（平成26年） ●

2015年
（平成27年） ★

2012年
（平成24年） ●

2016年
（平成28年） ●

2017年
（平成29年） ●

2018年
（平成30年）

2019年
★

2020年
（令和2年）

●

●2022年
（令和4年） ●

●2023年
（令和5年）

●
★

年
選　　挙
国 地方

内　閣
総理大臣 政　　　　　治　　　　　関　　　　　連

自治体の官製談合で県知事の逮捕者相次ぐ

参議院議員通常選挙で自民党が惨敗し、「ねじれ国会」に
憲法改正手続きを定めた国民投票法が成立

福田首相が辞任し麻生内閣が発足
北海道・洞爺湖サミット開催

衆議院議員総選挙で民主党が圧勝し、政権交代

鳩山首相が辞任し、菅内閣が発足

菅首相が辞任し、野田内閣が発足
大阪では40年ぶりとなった大阪府知事・大阪市長の「ダブル選挙」が行われた

野田首相が衆議院を解散
衆議院議員総選挙では自民党が圧勝し、政権を奪還、第２次安倍内閣が発足

ネットでの選挙運動が解禁となった参議院議員通常選挙実施
自民党が大勝し「ねじれ国会」を解消

衆議院議員総選挙で自民党が圧勝し、第３次安倍内閣が発足

集団的自衛権の限定的な行使を認める安全保障関連法が成立
選挙権年齢を満18歳以上に引き下げ、合区制を導入した改正公職選挙法が成立

参議院議員通常選挙で自民公明両党などが全議席の３分の２を超え、改憲発議が可能に
初の女性都知事に小池氏が就任

「森友」「加計」問題などにより内閣支持率急落
衆議院議員総選挙で自民党が圧勝、立憲民主党が野党第１党に

長時間労働等の是正のため「働き方改革」関連法成立
成年年齢を20歳から18歳に引き下げる改正民法の成立

特定枠制度導入後、初の参議院議員通常選挙実施

安倍首相が辞任し、菅内閣が発足

参議院議員通常選挙において、自民党が単独過半数の議席を取得

自民党各派閥の政治資金問題により、内閣支持率急落

安　倍

福　田

麻　生

鳩　山

菅

野　田

安　倍

菅

（補欠）

2024年
（令和6年）

小　泉

石　破

石破内閣発足後、石破首相が衆議院を解散
衆議院議員総選挙において、与党が過半数割れ

2025年
（令和7年） 高　市

参議院議員通常選挙において、与党が大敗
石破首相が辞任し、高市内閣が発足

岸　田



第１回WBCで王貞治監督率いる日本が優勝
高校で世界史などの履修単位不足問題

「年金記録漏れ」5000万件判明
賞味期限改ざんや原材料偽装などの食品偽装が相次ぐ

中国製ギョーザ事件や汚染米など、食の不安が広がる
日本人４人がノーベル賞受賞

新型インフルエンザ流行
第２回WBCで原辰徳監督率いる日本が連覇

根岸英一、鈴木章がノーベル化学賞受賞

東日本大震災、福島第一原発事故
女子サッカーW杯「なでしこジャパン」世界一に

山中伸弥が i PS細胞でノーベル生理学・医学賞を受賞
東京スカイツリーがオープン

富士山が世界文化遺産に、和食が無形文化遺産に登録
経済政策「アベノミクス」が流行語にノミネート

消費税８％スタート
長野・岐阜両県にまたがる御嶽山が噴火

マイナンバー制度がスタート
関東・東北の豪雨により鬼怒川が決壊

熊本地震
日本の出生数、統計開始以来初の100万人割れ

天皇退位特例法の成立
14歳棋士、藤井四段が公式戦29連勝の新記録樹立

西日本豪雨、大阪府北部地震、北海道胆振東部地震
平昌冬季オリンピックで日本過去最多13個のメダル獲得

天皇陛下退位・即位、元号が「平成」から「令和」に改元
消費税10%スタート

新型コロナウイルス感染症の影響により全国に緊
急事態宣言

安倍元首相が銃撃され死亡
サッカーW杯日本代表が強豪を破り16強

新型コロナウイルスの分類が５類に引き下げ
第５回WBCで栗山監督率いる日本が優勝

北朝鮮、地下核実験を実施

米サブプライム問題で世界の経済・金融が混乱
原油価格が高騰し穀物などの価格も上昇

金融危機が世界に波及し株価暴落
米大統領選挙でオバマ氏が勝利

米GM、クライスラーが相次ぎ経営破綻

ハイチ地震

ギリシャ財政危機に端を発するユーロ圏の信用不安
北朝鮮金正日死去・金正恩が後継、タイ大洪水、世界人口70億人を突破

米大統領選挙でオバマ氏が再選
尖閣諸島をめぐり、中国各地で反日デモが激化

2020年オリンピック・パラリンピックの開催都市が東京に

エボラ出血熱でWHOが緊急事態宣言

TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）に日米など、12ヵ国が大筋合意
パリ同時テロ発生

米大統領が現職として初めて広島を訪問
英国民投票の結果、EU離脱を決定

トランプ米大統領就任、米TPP離脱、国連で核兵器禁止条約を採択
北朝鮮弾道ミサイルが日本上空を通過

史上初の米朝首脳会談
2025年万博の大阪開催が決定

スリランカで同時爆破テロ
米大統領が現職として初めて北朝鮮を訪問

新型コロナウイルス感染症でWHOが緊急事態宣言
オリンピック・パラリンピックが初めて大会延期

ロシアによるウクライナ軍事侵攻

イスラム組織ハマスによるイスラエル攻撃
それに対するイスラエルの報復攻撃

世界の主なできごとと日本の関わり社　　　会　　　関　　　連

石川県能登半島地震
パリ夏期オリンピックで、海外開催では過去最多の45個のメダルを獲得 米大統領選でトランプ氏が勝利

大阪・関西万博開催
コメ価格高騰、政府備蓄米を放出

アメリカが新たな相互関税を発動
韓国大統領に李在明氏
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